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平成 25年度一般会計予算は
188億 2.000万円を計上
前年度対比 5 億 8.100 万円増の過去最高を記録

　

民
主
党
か
ら
自
民
党
へ
の
政
権
交
代
に
よ
っ
て
、
国
の
予
算
配
分
に
一

部
見
直
し
が
求
め
ら
れ
、
県
に
お
い
て
も
知
事
改
選
期
に
あ
た
り
、
骨
格

予
算
に
と
ど
ま
る
等
、
先
行
き
不
透
明
な
部
分
が
多
い
中
で
の
25
年
度
の

予
算
編
成
で
あ
り
、
本
市
の
依
存
財
源
比
率
の
高
さ
を
考
慮
す
れ
ば
対
前

年
度
当
初
予
算
比
＋
３
・
２
％
（
５
億
８
，
１
０
０
万
円
増)

の
１
８
８

億
２
，
０
０
０
万
円
は
か
な
り
強
気
の
編
成
と
言
え
る
。
果
た
し
て
身

の
丈
に
合
っ
た
妥
当
な
編
成
な
の
か
、
不
要
不
急
な
事
業
や
補
助
金
が

含
ま
れ
て
い
な
い
の
か
、
23
年
度
の
本
市
の
経
常
収
支
比
率
は
22
年
度

か
ら
３
・
０
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
92
・
３
％
に
な
り
、
財
政
硬
直
率
が

県
内
25
市
町
村
で
最
悪
に
な
っ
た
。
激
し
く
人
口
減
少
が
進
む
中
に
あ
っ

て
、
本
市
は
自
主
財
源
比
率
が
低
い
上
に
、
政
治
の
根
幹
で
あ
る
徴
税
率

も
悪
く
、
全
体
と
し
て
財
政
に
対
す
る
危
機
感
が
薄
い
。
縮
み
行
く
地
域

社
会
の
中
、
今
後
市
立
角
館
病
院
の
建
設
を
は
じ
め
、
角
館
庁
舎
の
移
転
、

本
庁
舎
の
建
設
等
、
い
ず
れ
も
避
け
て
通
れ
な
い
大
事
業
が
待
ち
受
け

て
お
り
、
こ
こ
は
幾
ら
で
も
辛
抱
し
て
各
基
金
を
積
み
増
し
す
る
必
要

は
な
い
の
か
。
近
い
将
来
財
政
破
綻
さ
え
懸
念
さ
れ
る
中
、
市
当
局
の

中
長
期
的
な
展
望
力
と
議
会
と
し
て
の
権
能
が
強
く
問
わ
れ
る
。

特
別
会
計

１
１
４
億
５
，
３
２
０
万
円

　
（
前
年
度
比
＋
０
・
５
％　

５
，

９
３
０
万
円
増
）
主
な
増
減
は　

○
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
、
西

明
寺
地
区
簡
易
水
道
拡
張
事
業
前

倒
し
に
よ
る
事
業
費
の
減
。（
△

２
３
０
万
円)

○
下
水
道
事
業
特
別
会
計
、
公
共

下
水
道
事
業
費
の
増
。（
＋
1
億

４
，
９
３
０
万
円
）

　
企
業
会
計

66
億
４
，
８
９
２
万
円

　
（
前
年
度
比
＋
４
・
４
％　

2

億
８
，
０
５
７
万
円
の
増
）
主
な

増
減
は
病
院
事
業
会
計
の
角
館
総

合
病
院
に
係
る
用
地
購
入
費
、
実

施
設
計
委
託
の
増
（
＋
2
億
８
，

０
５
７
万
円
）

　

本
定
例
会
で
は
25
年
度
一
般
会

計
予
算
案
な
ど
65
件
、
24
年
度
補

正
予
算
案
、議
員
報
酬
削
減
案（
議

員
提
出
）
な
ど
追
加
提
案
6
件
を

そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
た
。
24
年
度
の

補
正
は
4
億
６
，
１
５
４
万
円
で

累
計
最
終
１
９
２
億
１
，
９
８
２

万
円
に
な
る
。
う
ち
主
な
補
正
内

訳
は
、
豪
雪
に
よ
る
除
雪
費
の
追

加
分
1
億
３
．
４
３
０
万
円
（
市

一
般
財
源
充
当
率
88
％
）
▼
大
曲

仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
・

救
急
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
費
負

担
金
1
億
８
，
６
４
１
万
円
（
現

在
ア
ナ
ロ
グ
で
運
用
さ
れ
て
い
る

歳入グラフ

歳入の概要

歳出の概要

171億
6,100万円

歳出
性質別

歳出グラフ（性質別歳出内訳）

地方
交付税

市税
13%
市税
13%

地方交付税
47%

50.3%

22.4%

19.0%

15.4%

15.1%

11.8%

7.5％

10.7％

11.7％

9.3％

7.4％

4.1％

5.0％

5.0％

5.5%
86億3千万円

38億4.7千万円

25億8千万円

32億6.6千万円

26億4千万円

18億4.4千万円

12億
5千万円

19億
9.8千万円

8億6千万円

15億9.7万円

12億6.8千万円

8億5千万円

9億9千万円

7.3千万円

20億円
市税

市債

国庫
支出金

8.6%
国庫支出金

6.1%
県支出金

10%
市債

4.2%
繰入金 18.8%

その他

15.6%
その他

諸
  収
     入

他
県支出金

人件費

19.7%
人件費
19.7%
人件費
19.7%
人件費

公債費

15.0%
公債費物件費

16.3%
物件費

扶助費

10.6%
扶助費

繰出金

補助費

10.2%
補助費

他普通
 建設
   事業

12.6%
普通建設事業
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民
主
党
か
ら
自
民
党
へ
の
政
権
交
代
に
よ
っ
て
、
国
の
予
算
配
分
に
一

部
見
直
し
が
求
め
ら
れ
、
県
に
お
い
て
も
知
事
改
選
期
に
あ
た
り
、
骨
格

予
算
に
と
ど
ま
る
等
、
先
行
き
不
透
明
な
部
分
が
多
い
中
で
の
25
年
度
の

予
算
編
成
で
あ
り
、
本
市
の
依
存
財
源
比
率
の
高
さ
を
考
慮
す
れ
ば
対
前

年
度
当
初
予
算
比
＋
３
・
２
％
（
５
億
８
，
１
０
０
万
円
増)

の
１
８
８

億
２
，
０
０
０
万
円
は
か
な
り
強
気
の
編
成
と
言
え
る
。
果
た
し
て
身

の
丈
に
合
っ
た
妥
当
な
編
成
な
の
か
、
不
要
不
急
な
事
業
や
補
助
金
が

含
ま
れ
て
い
な
い
の
か
、
23
年
度
の
本
市
の
経
常
収
支
比
率
は
22
年
度

か
ら
３
・
０
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
92
・
３
％
に
な
り
、
財
政
硬
直
率
が

県
内
25
市
町
村
で
最
悪
に
な
っ
た
。
激
し
く
人
口
減
少
が
進
む
中
に
あ
っ

て
、
本
市
は
自
主
財
源
比
率
が
低
い
上
に
、
政
治
の
根
幹
で
あ
る
徴
税
率

も
悪
く
、
全
体
と
し
て
財
政
に
対
す
る
危
機
感
が
薄
い
。
縮
み
行
く
地
域

社
会
の
中
、
今
後
市
立
角
館
病
院
の
建
設
を
は
じ
め
、
角
館
庁
舎
の
移
転
、

本
庁
舎
の
建
設
等
、
い
ず
れ
も
避
け
て
通
れ
な
い
大
事
業
が
待
ち
受
け

て
お
り
、
こ
こ
は
幾
ら
で
も
辛
抱
し
て
各
基
金
を
積
み
増
し
す
る
必
要

は
な
い
の
か
。
近
い
将
来
財
政
破
綻
さ
え
懸
念
さ
れ
る
中
、
市
当
局
の

中
長
期
的
な
展
望
力
と
議
会
と
し
て
の
権
能
が
強
く
問
わ
れ
る
。

●
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
施
設

管
理
運
営
費
５
，
２
１
５

万
円
（
市
一
般
財
源
充
当
率

98
％
）

　

森
林
資
源
を
有
効
活
用
し
環
境

型
林
業
の
確
立
に
資
す
る
。
木
質

チ
ッ
プ
を
燃
料
に
し
て
ク
リ
オ
ン

と
、
に
し
き
園
に
電
気
と
温
水
を

送
る
も
の
。
▼
委
員
か
ら
月
島
機

械
に
よ
る
大
規
模
改
修
の
後
も
当

初
約
束
ど
お
り
の
運
転
実
績
が
得

ら
れ
て
い
な
い
。
ま
だ
実
証
試
験

の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
。
素
人
で

の
運
転
は
無
理
だ
、
月
島
機
械
に

運
転
さ
せ
る
べ
き
、
運
転
に
よ
っ

て
年
間
幾
ら
の
赤
字
が
出
て
い
る

か
も
不
明
だ
。
今
後
も
不
調
な
ら

損
害
賠
償
請
求
を
す
べ
き
と
の
意

見
が
あ
っ
た
。

●
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
㈱

運
営
費
補
助
金
７
，
９
８

０
万
円(

市
一
般
財
源
充
当
率

39
％
・
市
債
充
当
率
44
％
他
）

　

県
が
内
陸
線
に
対
す
る
補
助
を

1
億
円
か
ら
一
方
的
に
5
千
万
円

に
削
減
し
た
た
め
に
沿
線
2
市
が

負
担
す
る
も
の
▽
昨
年
度
比
で
倍

増
し
た
。

●
田
沢
湖
・
角
館
観
光
連

盟
補
助
金
１
，
３
４
０
万

円
（
市
一
般
財
源
充
当
率
70
％
）

　

Ｄ
Ｃ
（
デ
ィ
ス
テ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ン
）
が
本
番
を
迎
え
、

消
防
救
急
無
線
を
デ
ジ
タ
ル
化
し

て
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
増
波
し
、
不
感

地
帯
の
解
消
と
雑
音
を
軽
減
す

る
も
の
）（
市
一
般
財
源
充
当
率

５
％
市
債
95
％
）
▼
生
保
内
公
園

野
球
場
改
修
費
1
億
１
，
８
５
０

万
円
な
ど
。（
市
一
般
財
源
充
当

率
3
％
市
債
47
％
）
議
員
報
酬
の

削
減
案
は
昨
年
の
4
月
か
ら
1
年

間
実
施
さ
れ
て
き
た
報
酬
5
％
削

減
を
さ
ら
に
1
年
間
延
長
す
る
も

の
。
以
下
25
年
度
一
般
会
計
分
に

つ
い
て
は
特
筆
す
べ
き
も
の
と
議

会
で
特
に
問
題
に
な
っ
た
予
算
案

に
つ
い
て
の
み
概
要
を
お
伝
え
し

ま
す
。

予
算
委
員
会
（
各
常
任

委
員
会
委
員
長
報
告
に

対
す
る
質
問
他
）

●
総
合
産
業
研
究
所
費
４
，

１
５
７
万
円
（
市
一
般
財
源

充
当
率
48
・
５
％
）

　

①
園
芸
作
物
試
験
圃
設
置
事

業
②
商
品
開
発
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

派
遣
③
消
費
者
モ
ニ
タ
ー
設
置

④
首
都
圏
販
路
拡
大
⑤
近
隣
消

費
地
販
路
拡
大
・
市
内
飲
食
業

地
産
地
消
促
進
▼
委
員
か
ら
は

ス
タ
ッ
フ
を
11
名
か
ら
7
名
に

縮
小
す
る
様
だ
が
、
こ
れ
と
言
っ

た
成
果
が
得
ら
れ
て
い
な
い
、

こ
れ
を
機
に
本
来
の
農
林
部
に

吸
収
す
る
べ
き
と
の
発
言
が
あ
っ

た
。

●
秋
田
県
種
苗
交
換
会
協

賛
会
負
担
金
４
，
２
５
０

万
円
（
市
一
般
財
源
充
当
率

48
・
５
％
）

　
「
第
１
３
６
回
秋
田
県
種
苗
交

換
会
」
に
係
る
仙
北
市
負
担
金
▼

委
員
か
ら
は
開
催
が
本
年
10
月
31

日
か
ら
に
な
る
。
第
二
会
場
が
田

沢
湖
高
原
で
は
一
本
道
の
行
き
止

ま
り
で
交
通
に
問
題
が
あ
り
、
時

期
的
に
降
雪
の
恐
れ
も
あ
る
。
岩

瀬
河
川
敷
に
す
る
べ
き
で
は
と
の

発
言
が
あ
っ
た
。

●
大
規
模
肥
育
牛
団
地
整

備
事
業
費　

2
億
６
，
１

３
０
万
円
（
市
一
般
財
源
充
当

率
36
・
５
％
）

 
中
川
・
黒
沢
・
上
萩
ノ
台
に
誘

致
さ
れ
る
㈱
大
平
畜
産
へ
の
補
助

▼
委
員
か
ら
は
地
元
か
ら
の
雇
用

が
3
名
程
度
し
か
見
込
め
な
い
資

本
金
５
０
０
万
円
の
一
私
企
業
の

誘
致
に
1
億
円
近
い
一
般
財
源
か

ら
の
持
ち
出
し
は
、
到
底
考
え
ら

れ
な
い
。
大
型
車
両
の
通
行
や
、

牛
肥
育
用
の
取
水
や
、
水
源
の
汚

染
対
策
に
今
後
さ
ら
に
多
額
な
費

用
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
の
懸
念
す
る
発
言
が
あ
っ
た
。

ま
た
種
苗
交
換
会
が
本
市
開
催

に
決
定
し
た
こ
と
か
ら
受
け
入

れ
態
勢
の
強
化
や
誘
客
促
進
を

は
か
る
も
の
。
▼
委
員
か
ら
田
沢

湖
・
角
館
両
観
光
協
会
に
補
助
金

を
出
し
て
お
き
な
が
ら
連
盟
と

し
て
ま
た
補
助
金
を
支
出
す
る

の
は
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か

と
の
質
問
が
あ
っ
た
。　

●
障
害
者
（
児
）
タ
ク
シ
ー

利
用
券
給
付
事
業
費
３
８

２
万
円
（
市
一
般
財
源
充
当
率

29
％
）

　

本
市
に
住
所
を
有
す
る
重
度

身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
者
・
精

神
障
害
者
・
難
病
患
者
（
特
定
疾

患
医
療
受
給
者
）
の
外
出
支
援
の

た
め
タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部
を

給
付
す
る
も
の
。
身
障
手
帳
1
～

3
級
・
療
育
手
帳
Ａ
・
精
保
福
祉

手
帳
1
級
・
難
病
患
者
（
特
定
疾

患
医
療
受
給
者
証
所
有
）
以
上

（
在
宅
障
害
者
に
限
る
）

●
在
宅
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

事
業
３
３
４
万
円
（
市
一
般

財
源
充
当
率
94
％
）

　

在
宅
で
小
学
校
就
学
前
の
児

童
の
子
育
て
を
す
る
保
護
者
に

対
し
て
「
在
宅
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

券
」
を
交
付
し
、
子
育
て
を
応
援

す
る
事
業
。

25 年度予算審査
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凡例 : 賛→賛成、反→反対　　議決結果・議員評決（議長除く）

議案番号

会派及び氏名等

件　　　　名

議決
月日 議決結果

民　政　会　議 翠
すい

　 巒
らん

 　会 侍 志 の 会 仁政
クラブ

日本
共産党

会派に
属さない議員

伊
藤
邦
彦

阿
部
則
比
古

狐
崎
捷
琅

門
脇
民
夫

小
林
幸
悦

藤
原
助
一

田
口
喜
義

荒
木
田
俊
一

小
田
嶋
忠

八
柳
良
太
郎

青
柳
宗
五
郎

佐
藤
直
樹

黒
沢
龍
己

髙
久
昭
二

平
岡
裕
子

髙
橋
　
　
豪

熊
谷
一
夫

田
口
寿
宜

安
藤
　
　
武

稲
田
　
　
修

議案第 20 号
仙北市集落排水施設条例
の一部を改正する条例制
定について

3.22 原案可決 反 反 反 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 反 賛 賛 賛 賛 賛

議案第 31 号 平成 25 年度仙北市一般
会計予算 3.22 原案可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 反 賛 賛 賛 賛 賛

議案第 36 号 平成 25 年度仙北市国民
健康保険特別会計予算 3.22 原案可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 反 賛 賛 賛 賛 賛

議案第 37 号 平成 25 年度仙北市後期
高齢者医療特別会計予算 3.22 原案可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 反 賛 賛 賛 賛 賛

議案第 43 号 平成 25 年度仙北市病院
事業会計予算 3.22 原案可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 反 賛

議案第 48 号 平成 24 年度仙北市一般
会計補正予算（第 7 号） 3.22 原案可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 反 賛 賛 賛 賛 賛

平成25年 第1回 仙北市議会定例会（招集日：2/26　最終日：3/22）賛否が分かれた議案　

●
仙
北
組
合
病
院
改
築
事

業
費
負
担
金
1
億
８
２
２

万
円（
市
一
般
財
源
充
当
率
62
％
）

　

大
曲
仙
北
地
域
の
医
療
を
担
う

仙
北
組
合
総
合
病
院
整
備
に
対
し

助
成
す
る
も
の
。
▼
委
員
か
ら
は

組
合
病
院
に
新
た
に
先
行
開
業
さ

れ
る
と
、
市
立
角
館
病
院
か
ら
医

師
も
患
者
も
組
合
病
院
に
流
れ
、

市
立
角
館
病
院
の
経
営
が
さ
ら
に

悪
化
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

と
の
関
連
質
問
が
あ
っ
た
。

●
地
域
運
営
体
活
動
推
進

費
交
付
金
４
，
５
０
０
万

円
（
市
一
般
財
源
充
当
率
31
％

地
方
債
充
当
率
67
％
）

　

町
内
会
や
集
落
会
等
、
地
域
の

今
上
天
皇
（
明
仁
陛
下
・
昭
和
8

年
12
月
23
日
ご
生
誕
）
の
生
誕
記

念
に
、
同
年
、
冷
害
救
農
事
業
と

し
て
檜
木
内
川
に
築
堤
さ
れ
た
堤

防
に
翌
、
昭
和
9
年
に
町
民
総
出

で
６
０
０
本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が

植
樹
さ
れ
た
。
携
わ
っ
た
多
く
の

方
々
が
今
日
の
樹
勢
を
目
に
す
る

こ
と
な
く
逝
去
さ
れ
た
。
武
家
屋

敷
と
言
い
、
枝
垂
桜
と
言
い
、
な

ん
と
私
達
は
先
人
に
恵
ま
れ
た
こ

と
だ
ろ
う
か
。
今
年
で
植
樹
か
ら

78
年
に
な
る

（
阿
部
則
比
古 

記
）

団
体
で
組
織
さ
れ
た
地
域
運
営
体

が
地
域
の
抱
え
て
い
る
様
々
な
課

題
を
解
決
し
所
得
や
生
活
基
盤
の

向
上
を
図
る
た
め
の
自
主
的
、
主

体
的
な
活
動
に
対
し
て
支
援
を
行

う
も
の
。
▼
委
員
か
ら
は
二
重
行

政
だ
。
角
館
地
域
運
営
体
は
除
排

雪
の
予
算
が
早
々
と
尽
き
て
、
お

年
寄
り
の
要
請
に
答
え
る
こ
と
が

出
来
な
く
な
っ
た
。
規
模
も
人
口

も
関
係
な
く
５
０
０
万
円
あ
り
き

で
は
お
か
し
い
の
で
は
、
と
の
発

言
が
あ
っ
た
。

●
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
設

備
整
備
事
業
1
億
２
，
４

２
１
万
円
（
一
般
財
源
充
当
率

31
％
・
地
方
債
67
％
）

表
紙
の
説
明

　

残
さ
れ
た
上
檜
木
内
地
区
の
光

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
事
業
費
。

●
岩
瀬
北
野
線
整
備
事
業
費

5
億
２
，
６
５
０
万
円
（
一

般
財
源
充
当
率
11
％
地
方
債
58
・

5
％
）

　

都
市
計
画
道
路
岩
瀬
北
野
線
の

小
館
（
内
川
橋
）
～
大
風
呂
（
横

町
橋
）
区
間
を
整
備
す
る
も
の
。

●
角
館
駅
東
西
自
由
通
路

整
備
事
業
費
２
，
０
０
０

万
円

　

Ｊ
Ｒ
角
館
駅
の
東
西
を
結
ぶ
自

由
通
路
整
備
の
基
本
設
計
を
行
う

も
の
。

（
阿
部
則
比
古 

記
）


